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目的・目標 事業の概要

２.事業の検証
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計画事業評価シート 頁
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の
02 ②〈住みごこち

根
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拠

空間をつくる
位置付け

法

02 2 身近な生活環

令
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下水道法等 施行令の一部を改正す
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る政令
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完全分流化により、水

益

質汚濁防止ができ、区

者

域内 合流式公共下水道

事

区域から大雨の際に未
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処理水が河川へ放流さ

期

市民が快適に暮らして

間

います。 れることを削

委

減するため、貯留管な

託

どを設け公共用水域の
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水質
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緊急合流改善事業最終
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年度（Ｈ17～Ｈ21

る

）であるため現状の規

方

模で継続していきたい

策

。

着実な事業の完了、

業

供用開始。

ＪＲ東海道

有

線北側の合流区域の改

効

善にほぼ目処が立った

性

。今後は、南側の約２

継

６０ｈａの合流改善を

続
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よる成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
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業務の執行体制(人員配置､業務分担)
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析

業務プロセス改善による効率化の方策
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コスト削減の可能性
効率性 中
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今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

□ 汚濁負荷量の削減及

出

び公衆衛生上の安全確

総

保、夾雑物除
●■ 去。

合

□ ○
□
□ 分流式下水道

評

並の水質とするため有

価

効である。
●□

■ ○
□

市

□ 合流式下水道緊急改

民

善事業として国庫補助

ニ

金（５／１０
●

■ ）を

ー

受けている。
○

□
○

□

ズ

■ 合流式下水道区域の

高

完全分流化には、多大

事

な事業費と時
●

□ 間を

業

要するため当面の計画

目

としてＪＲ東海道線北

的

側区域
○

□ は雨水貯留

の

管による対応とした。

達

○
□

合流改善事業にお

成

いては、ＪＲ東海道線

状

南側の対応を国の動向

況

や昨年の大雨を受けて

必

完全分流化するか雨水

要

貯留管による対応と
す

性

るのか早期に方向付け

市

をする必要がある。

シ

の

ールド工事・浸導水管

関

布設工事・揚水施設築

与

造工事

透桝設置 浸透桝

の

設置 ・浸透桝設置

0 0

必

353,100 362

要

,870 256,00

性

0 0 0

0 0 1,377

低

2,503 0 0 0

0 0

事

342,400 508

そ

,400 275,00

の

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

他

0 0 234 153 0 0

上

0

0 0 697,111




